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千葉県におけるキュウリ褐斑病菌のボスカリド剤に対する感受性
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Ｉ緒言

千葉県における2006年のキュウリ作付面積は556ha、

収積逓は全国第５位の33,100ｔで主要な作目となってい

る。キュウリには様々な病害虫が発生するが、近年褐斑

病が多発傾向にある。褐斑病にはいくつかの登録農薬が

あるが、それらの中には耐性菌が発生し、防除効果が低

下している事例が報告されている（狭間、１９９３；伊達ら、

2004；竹内ら、２００６；宮本ら、2006)。ボスカリド剤は

2005年１月に新規に農薬登録された殺菌剤で、キュウリ

における対象病害は、当初は菌核病及び灰色かび病であ

ったが、翌年の2006年７月に褐斑病に適用拡大された。

しかし、本剤も、茨城県において耐性菌の発生が報告さ

れた（宮本ら、2008b)。そこで、本県における耐性菌発

生の有無を明らかにするため、キュウリ褐斑病菌

（Cりり脚２Ｓ加”ｃ唾ssj閲c“α）のボスカリド剤に対する感受

性及び防除効果について咽在した。本澗査の実施に当た

り、海匝農林振興センターの原田浩司氏、山武農林振興

センターの加藤準子氏、印膳農林振興センターの風戸治

子氏、長生農林振興センター（現、担い手支援課）の福

田寛氏、君津農林振興センターの加藤英和氏に、多大な

る協力をいただいた。ここに記して感謝の意を表す。

Ⅱ材料及び方法

１．供賦菌

供試菌は2007年３月から2008年２月にかけて海匝地域

(旭市)、山武地域（山武市、大綱白里町)、印膳地域（佐

倉市)、長生地域（一宮町)、君津地域（君津市、木更泳

市)の促成栽培或いは抑制栽培のキュウリ生産圃場から、

１m場あたり３から５枚の梱病莱を採取し、常法に従っ

て単菌糸分離した（大貫ら、1995)。また、2004年に県

内の施設栽培圃場で採取し､た菌株も併せて供試した。

2．ボスカリド剤に対する褐斑病菌の感受性検定方法

ボスカリド剤に対する感受性検定は希釈平板法に革拠
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した（宮本ら、2007)。すなわち、ボスカリド水和剤（有

効成分：ボスカリド50％、商品名：カンタスドライフロ

アプル）を有効成分で、０，０．１，１．０，１０，１００mg/Ｌ

含有するYBA寒天平板培地（YcastextractlOg、Bacto

peptonlOg，酢酸ナトリウム209,寒天159,蒸留水1,000

mL）に、直径４１ｍのコルクボーラーで打ち抜いた菌そう

片を置床し、２５℃で７日間培養後に菌糸の伸長量を測定

し､般小生育阻止濃度(minimuminhibitoryconcentmtion、

以下ＭＩＣとする）を求めた。

３．ボスカリド剤の使用回数

供試菌を採取した圃場において、作付け期間内に使用

したボスカリド剤の回数を、聞き取りにより調査した。

４．ボスカリド剤の褐斑病に対する防除効果

耐性菌に対するボスカリド剤の防除効果を明らかにす

るため、前述の試験でＭｌＣが１ｍｇ/Lの菌株「Cl-1」を感

受性菌として、ＭＩＣが100mg/Lを上回る菌株『K1-l」を

耐性菌として供試した。2008年８月１９日にボスカリド水

和剤2,500倍液を第１本葉が展開したキュウリ幼苗（品

種：「南極１号｣）に散布し、翌日のL８月20日に各供試菌

の分生子懸濁液（103～104個/､L）をそれぞれ４mL/株

散布した。８月26日に第１本葉上に形成された病斑数を

調査し、次式により発病葉率等を算出した。各区９株と

した。

発病葉率＝発病葉数/調査葉数×１００

平均病斑数＝病斑数/調査葉数

防除価＝(無散布区平均病斑数一散布区平均病斑数）

／無散布区平均病斑数×１００

Ⅲ結果

１．感受性検定結果とボスカリド剤の使用状況

供拭菌のボスカリド剤に対する感受性検定結果及びボ

スカリド剤の使用状況を第１表に示した。

（１）促成栽培圃場

海匝地域の６回場における、本剤の使用回数は１から

３回であった。採取した27菌株のＭＩＣは、５菌株が10ｍｇ

/L以下であり、残り22菌株は100mg/Lを上回った。すべ








